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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

中
村
隆
志
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
研
究
科
顎
口
腔
機
能

再
建
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

新
世
代
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

松
香
芳
三
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
咬
合
管
理
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

原
因
の
わ
か
ら
な
い
痛
み（
非
歯
原
性
歯
痛
）の
診
断

と
治
療 日

時　

５
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　
　

午
後
：
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、「
修

了
証
」
を
発
行
し
ま
す

※
昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

第
１
回　

６
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
在
宅
】

第
２
回　

６
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術
】

第
３
回　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
２
０
１
４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
（
２
０
１
４
年
４
月
版
）』（
４
月
下
旬
に
送
付
予

定
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

経税部

就業規則が大事
雇用管理で講習会

　

「
父
親
の
話
が
聞
き
た
い

そ
う
よ
」。
妻
の
言
葉
で
息

子
の
学
校
に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
小
学
６
年
の
長
男
は

元
気
だ
が
、
や
や
羽
目
を
外

す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
修
学
旅
行
で
浮
か
れ
、

友
達
を
風
呂
に
数
秒
沈
め
た

ら
し
い
。

　

歯
痛
を
訴
え
て
来
院
し
た

患
者
に
種
々
の
検
査
を
行
っ

て
も
、
歯
痛
の
原
因
と
考
え

ら
れ
る
問
題
が
見
つ
か
ら
な

い
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
も

多
い
。
こ
れ
は
「
歯
に
原
因

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
歯

痛
を
発
現
す
る
疾
患
」
で
あ

る
非
歯
原
性
歯
痛
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

非
歯
原
性
歯
痛
は
正
式
に

は
歯
痛
の
分
類
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

歯
学
部
生
に
教
育
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た

め
、診
断
・
治
療
法
に
関
し
て

整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
歯
痛
は
歯
科
に
お

歯
痛
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
出
版
し
、
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
非
歯
原
性

歯
痛
の
理
解
が
得
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
非
歯
原
性
歯
痛

の
原
疾
患
を
理
解
す
る
こ
と

で
口
腔
顔
面
痛
の
基
礎
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
非
歯
原
性
歯

痛
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
日
本

医
療
機
能
評
価
機
構
が
運
営

す
る
医
療
情
報
サ
ー
ビ
ス

Minds

で
公
開
さ
れ
た
。

Minds

は
日
本
に
お
け
る
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
統
括
し

て
お
り
、
選
定
さ
れ
た
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
を
公
開

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

Minds

に
公
開
さ
れ
た
こ
と

は
医
科
に
お
け
る
他
の
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
肩
を
並
べ

る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
価

値
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

非
歯
原
性
歯
痛
の
原
疾
患

に
は
、①
筋
・
筋
膜
性
歯
痛
、

②
神
経
障
害
性
歯
痛
（
三
叉

神
経
痛
、
帯
状
疱
疹
、
求
心

路
遮
断
痛
を
含
む
）、
③
神

経
血
管
性
歯
痛
、
④
上
顎
洞

性
歯
痛
、
⑤
心
臓
性
歯
痛
、

⑥
精
神
疾
患
に
よ
る
歯
痛

（
身
体
表
現
性
障
害
、
統
合

失
調
症
、
大
う
つ
病
性
障
害

な
ど
）、
⑦
特
発
性
歯
痛

（
非
定
型
歯
痛
を
含
む
）、

⑧
そ
の
他
の
様
々
な
疾
患
に

よ
り
生
じ
る
歯
痛
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

今
回
は
非
歯
原
性
歯
痛
の

診
断
と
治
療
に
関
し
て
概
説

し
、
先
生
方
の
ご
批
判
を
仰

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

経
税
部
は
「
知
っ
て
お
き

た
い
雇
用
管
理
の
基
礎
知

識
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を

２
月
16
日
、
保
険
医
会
館
で

開
き
、
29
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
協
会
顧
問
社
労
士

・
桂
好
志
郎
氏
。

　

桂
氏
は
、「
経
営
を
考
え

る
う
え
で
は
、
安
定
し
て
職

員
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
、
経
営
者
が
職

員
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
不
可
欠
と

強
調
し
た
。
そ

の
上
で
、
就
業

規
則
に
も
と
づ

く
合
理
的
な
労

働
条
件
を
整
備

す
る
こ
と
が
ト

ラ
ブ
ル
の
防

止
、
ひ
い
て
は

職
場
へ
の
愛
着

・
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
り
、

職
員
の
定
着
率
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
指
摘
。

　

契
約
内
容
で
重
視
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
▽
休
暇
の

取
り
や
す
さ
▽
労
働
時
間
の

適
正
さ
―
―
が
労
働
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
優
先
順

位
が
高
い
こ
と
を
紹
介
。

　

ま
た
、
給
与
形
態
に
つ
い

て
は
、
歯
科
医
院
は
売
り
上

げ
の
年
間
変
動
が
少
な
い
た

め
賞
与
を
少
な
く
し
、
月
例

給
を
厚
く
し
て
求
人
を
出
す

こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
人
件

費
を
年
間
支
給
額
で
管
理
す

る
意
義
を
語
っ
た
。

　

最
近
の
労
働
相
談
で
は
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
が
ト
ッ
プ

に
な
り
、
歯
科
医
院
で
も
職

員
間
、
ス
タ
ッ
フ
対
院
長
間

の
パ
ワ
ハ
ラ
、
嫌
が
ら
せ
、

い
じ
め
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

 

（
経
税
部
・
冨
本
昌
之
）

い
て
最
も
一
般
的
な
疾
患

で
、診
断
、治
療
は
そ
れ
ほ
ど

難
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
歯
痛

を
詳
細
に
検
討
す
る
気
運
が

な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

歯
痛
の
訴
え
が
激
烈
で
あ

れ
ば
、
歯
科
医
師
は
患
者
を

救
い
た
い
一
心
で
、
何
ら
疾

患
の
な
い
歯
に
不
可
逆
的
な

治
療
を
施
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
非
歯

原
性
歯
痛
を
一
般
の
臨
床
家

が
理
解
す
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
に
日
本
口
腔

顔
面
痛
学
会
は
「
非
歯
原
性

　

本
人
に
と
っ
て
は
悪
戯
の

つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
そ
の
友
達
の
親
か
ら
す

れ
ば
い
じ
め
に
つ
な
が
る
行

為
で
あ
る
。

　

妻
が
息
子
を
自
宅
謹
慎
に

し
、
卒
業
式
も
出
席
さ
せ
な

い
と
強
硬
な
態
度
を
と
っ
た

こ
と
に
、
担
任
も
「
そ
こ
ま

で
は
」
と
思
い
、
父
親
の
意

見
が
欲
し
い
と
の
い
き
さ
つ

で
あ
っ
た
。

　

自
分
の
子
ど
も
の
頃
と
比

べ
る
と
よ
く
勉
強
し
、
い
い

子
だ
と
は
思
う
が
、
時
々
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
嘘
や
ご

ま
か
し
を
す
る
。
そ
う
い
う

息
子
を
叱
り
な
が
ら
、
子
ど

も
の
頃
つ
い
た
嘘
や
悪
行
を

思
い
返
す
。

　

「
今
は
子
ど
も
も
大
変
な

時
代
」
と
思
い
な
が
ら
も
大

切
な
わ
が
子
を
正
し
い
道
に

導
く
の
は
親
の
務
め
で
あ

る
。

　

３
兄
弟
の
一
番
上
で
あ
る

が
、
５
年
間
、
一
人
っ
子
な

の
で
本
来
甘
え
た
で
あ
る
。

い
ま
だ
に
手
を
つ
な
い
で
歩

き
た
が
る
か
と
思
え
ば
、
友

達
の
前
で
は
親
を
無
視
す
る

こ
と
も
し
始
め
た
。
ま
だ
ま

だ
子
ど
も
で
あ
る
が
一
生
懸

命
大
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　

長
男
を
初
め
て
こ
の
手
に

抱
い
た
時
の
感
動
は
忘
れ
も

し
な
い
。
こ
の
片
腕
に
も
満

た
な
い
小
さ
な
命
が
と
て
も

愛
し
く
、
自
分
よ
り
も
大
切

な
も
の
が
初
め
て
で
き
た
瞬

間
で
あ
っ
た
。

　

息
子
の
学
校
で
も
い
じ
め

の
話
は
数
件
あ
っ
た
。
い
つ

も
直
接
関
わ
り
合
い
の
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
３
年
生

の
時
に
も
一
度
担
任
か
ら
の

呼
び
出
し
を
受
け
た
。

　

感
情
の
起
伏
の
激
し
さ

と
、
粗
暴
な
と
こ
ろ
を
注
意

さ
れ
た
。
は
ず
か
し
な
が
ら

親
の
態
度
を
ま
ね
た
行
為
も

息
子
の
学
校
生
活
の
中
に
は

あ
っ
た
。

　

今
回
も
息
子
に
は
「
い
じ

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
た
ら
そ

れ
が
い
じ
め
で
あ
る
」
と
言

い
聞
か
せ
て
、
家
を
出
た
。

　

話
し
合
い
の
結
果
、
私
が

先
方
に
お
詫
び
す
る
こ
と
で

決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
帰
り
ぎ
わ
、
担
任
に

「
彼
は
い
い
男
に
な
り
ま
す

よ
」
と
言
わ
れ
、
少
し
気
分

が
晴
れ
た
。

　

孫
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
回
は
江
川
永

修
先
生
（
高
槻
市
）
で
す
。

雇用トラブル記事を紹介しながら
アドバイスする桂氏＝２月16日、
保険医会館　　　　　　　　　　
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絵　藤田　進 （河内長野市）

親
の
務
め

孫　

弘
樹
（
東
淀
川
区
）

「
原
因
の
わ
か
ら
な
い
痛
み

（
非
歯
原
性
歯
痛
）の
診
断
と
治
療
」

松
香　

芳
三
（
徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
教
授　
　
　

）

日
時　

６
月
15
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
５
０
人

講
師　

 

村
田
光
平
氏
（
元
駐
セ
ネ
ガ
ル
大
使
、
駐
ス
イ
ス
大

使
）　
　

会
費　

無
料

※
午
後
２
時
〜
３
時　

映
画
「
カ
ノ
ン
だ
よ
り
」（
鎌
仲
ひ

と
み
監
督
）
を
上
映

「
原
発
と
日
本
病
」お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条
の
会

設
立
８
周
年
記
念
講
演


